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    昭和２６年 ７月２１日生   

   

  学  歴  昭和４５年 ３月  長崎県立諫早高等学校 卒業 

                昭和５０年 ３月  弘前大学医学部進学課程 卒業 

        昭和５４年 ３月  弘前大学医学部専門課程 卒業 

        昭和５８年 ３月  弘前大学大学院医学研究科 修了 

             昭和５８年 ３月  医学博士（弘前大学） 

 

  職  歴  昭和５８年 ４月～昭和５８年 ７月  弘前大学医学部附属病院第一内科 医員 

        昭和６１年１０月～昭和６２年 ３月  弘前大学医学部 助手 

        昭和６３年 ４月～平成 元年１１月  弘前大学医学部附属病院第一内科 医員 

平成元年11月～平成2年0月       弘前大学医学部衛生学講座 助手 

        平成2年11月～平成11年3月       弘前大学医学部衛生学講座 講師 

        平成1年4月～平成16年8月        弘前大学医学部衛生学講座 助教授 

        平成１２年１０月～平成１４年２月   ジャマイカ国へ派遣 

        平成16年9月～平成19年3月       弘前大学医学部 教授 

        平成18年7月～平成24年1月       弘前大学教育研究評議会評議員 

        平成19年4月～平成29年3月       弘前大学大学院医学研究科 教授 

        平成24年2月～平成28年1月       弘前大学大学院医学研究科長＆医学部長 

        平成25年11月～令和4年3月       弘前大学ＣＯＩ研究推進機構 拠点長 

        令和2年4月～令和6年3月        弘前大学学長特別補佐  

        平成２７年４月～           青森県医師会健やか力推進センター長 

平成２８年６月～           青森医学振興会 理事長 

平成３０年６月～           青森県総合健診センター 理事長 

令和４年６月～            青森県医師会副会長 

令和６年５月～            青森産業保健総合支援センター 所長 

令和６年４月～            弘前大学特別顧問     

  

  主催学会   ： 第20回体力・栄養・免疫学会大会 2010年8月28-29日 中津軽郡西目屋村 

     第80回日本民族衛生学会総会 2015年11月13-14日 弘前市 

   第30回体力・栄養・免疫学会大会 2022年8月27-28日 弘前市 

      

主な研究テーマ： ①地域保健, ②がんの疫学, ③スポーツ医学 

 

  執筆活動  ：   

 平成１７年～     朝日新聞連載：Dr中路の社会医学講座（55回） 

平成１７年～  臨床腫瘍プラクティス：がんの疫学（25回） 

平成１９年～   朝日新聞連載：これだけは知っておきたいがんの話（107回のうち7回）   

平成２４年～     陸奥新報連載：日曜随想（20回） 

平成２５年    朝日新聞連載：短命県返上への処方箋（17回） 

平成２５年～     東奥日報連載：Dr中路が語る 青森県民の健康（35回） 

平成２８年科～ 読売新聞連載：ヨミドクター「短命県から学ぶ健康」（17回） 

 平成２８年～   河北新報：座標（17回） 

 平成３１年～  東奥日報連載：短命県返上の今（30回）  

 

  受賞 ： 

 平成１１年８月   第５回三島賞(体力・栄養・免疫学会学術賞) 

 平成１８年８月   第６回体力・栄養・免疫学会賞 



 平成２０年３月   青森県医師会学術奨励特別賞 

 平成２２年６月   第1回弘前大学出版会賞「弘大ブックレットNo.3 Dr.中路の健康医学講座」 

 平成２２年８月   第８回 体力・栄養・免疫学会 菅原賞 

 平成２６年１０月  第２２回あおぎん賞  

 平成２９年１２月  平成２９年度弘前市顕彰ゴールド卍賞 

 平成３０年７月   ２０１８年度若月賞 

 平成３０年１１月  第７１回東奥賞 

 平成３１年２月   第１回日本オープンイノベーション大賞（総理大臣賞） 

 令和元年１１月   第７回プラチナ大賞（総務大臣賞） 

令和２年９月    イノベーションネットアワード2020（文部科学大臣賞） 

令和２年９月    アジア健康長寿イノベーション賞（優秀賞） 

令和4年８月     第２０回 体力・栄養・免疫学会 菅原賞 
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15. 中路重之, 玉井佳子, 檀上和真．がんの疫学 白血病．臨床腫瘍プラクティス 2007;3(4):341-50． 

 

16. 中路重之, 梅田孝, 松坂方士．がんの疫学 膵がん．臨床腫瘍プラクティス 2008;4(2):104-10． 

 

17. 中路重之, 檀上和眞, 玉井佳子．がんの疫学 骨髄腫．臨床腫瘍プラクティス 2008;4(3):197-203． 

 

18. 中路重之, 梅田孝, 横山良仁．がんの疫学 子宮がん．臨床腫瘍プラクティス 2008;4(4):284-92． 

 

19. 中路重之．【癌を予防する】 癌発生と食生活の関連性からみた癌予防．アンチ・エイジング医

学 2008;4(3):336-40． 

 



20. 中路重之．青森県から見た日本の産業保健(解説)．産業医学ジャーナル 2009;32(4):97-8． 

 

21. 中路重之, 松坂方士, 檀上和真．がんの疫学 食道がん．臨床腫瘍プラクティス 2009;5(1):5-13． 
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